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大型短波レーダーと高感度光学観測を用いたポーラーパッチ生成領域の推定

Estimating possible source of polar cap patches by using OMTI and SuperDARN
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2005年 1月より、カナダの Resolute Bay (地理緯度 74.7度、磁気緯度 82.9度)において、多波長高感度全天イメージャ
を用いた大気光観測を行っている。630 nmの波長域での観測 (時間分解能 2分、積分時間 30秒)において、ポーラーパッ
チが頻繁に観測されている。惑星間空間磁場 (IMF) が南向きのときには、極域電離圏で昼側から夜側へかけて 2つ渦の
プラズマ対流構造が形成され、昼側の吸い込み口の部分 (throat)に日照域の高密度プラズマが吸い込まれ、TOI (tongue of
ionization)と呼ばれる舌状の高密度領域が形作られる。ポーラーパッチは、throat近傍の電離圏対流が時間変化すること
によって、TOIが日照領域から切り離され、極冠域を夜側へ向けて輸送されていくものであると考えられている。

本研究では、Resolute Bayにおける光学観測と極域大型短波レーダー網 (Super Dual Auroral Rader Network: SuperDARN)
のデータを組み合わせて、ポーラーパッチ生成領域の推定を試みた。北半球の全ての SuperDARNレーダーの観測から
求められたポテンシャルマップより極冠の任意の点での電場ベクトルを計算し、ExBドリフトを仮定することで、パッ
チの背景のプラズマドリフトを算出して、ポーラーパッチの移動ベクトルとした。そのベクトルを用いて、全天イメー
ジャで観測されたパッチを、時々刻々流れてきた方向にトレースしていくことで、パッチの軌跡を可視化することがで
き、最終的には、ポーラーパッチの発生源が推定できると考えられる。

講演では、上で述べたポーラーパッチの軌跡推定アルゴリズムと、Resolute Bayの天頂における発光強度の時間変動か
らポーラーパッチを自動的に検出するアルゴリズムを紹介する。また、これらのアルゴリズムをこれまでに観測された
全てのポーラーパッチに対して適用することによって、ポーラーパッチが輸送される様子や TOIのできるタイミング・
領域を明らかにし、その時の IMF の変動との関連性について議論を行う予定である。


